
連日猛暑が続いております。
みなさま、お健やかにお過ごしでしょうか。
先の町議会議員選挙におきまして、皆さまか

ら絶大なご支援をいただき、お陰さまで、トップ
当選させて頂くことができました。
この結果は、「古い政治を壊し、新しい時代
にあった新しい政治を創る」ために、心をひとつ
にして応援してくださった皆様お一人おひとり

の栄誉であり、河合町の改革へ向けての
第一歩として、身の引き締まる思

いで受け止めております。
この上は、皆さまの高
い期待と信頼にしっ

かりと応えるべく、私の公約であります「議員定
数の2名削減」「小・中学校の給食費無償化」
「高齢者への介護支援の強化」「安心安全な通
学環境の整備」「教育・保育の受け皿拡充」を
選挙前の口だけの約束ではなく、確実に実現
実行させるため、決意を新たにして行動して参
ります。
今後とも、ご指導

ご鞭撻を賜りますよ
う、心からお願い
申し上げます。

河合町議会議員

杦本貴司

ご
あ
い
さ
つ

河合町、近隣の町の給食費の負担額及び給食費無償化に必要な
予算額は？

河合町の給食費は小学校4,600円・中学校4,900円で近
隣の町と比較すると、充実した学校給食を提供するため負担額は多く
なっています。町の給食費の無償化に必要な予算額としては、年間約
5,400万円と試算しています。

1 学校の給食費の無償化について

Q1
A1 教育委員会

町の財源確保も含めて、給食費の無償化に向けて、段階的
に取り組みます。
A2教育委員会

学校給食費相当分を給食費の無償化にするに当たって
は、支給する予定です。
A3教育委員会

給食費の無償化についての見通しは？Q2

現在、アレルギーのあるお子様で自宅からお弁当を持参されてい
る世帯への給食費の無償化の対応は？Q3

長引く景気の低迷や物価高もある中で、子どもたちの
安心で充実した食の環境整備は子どもたちの生活に
直結する深刻な課題です。また、河合町も少子化に歯
止めがかからず、どんどん子どもの数が
減っていく深刻な状況です。「教育は無償
であるべき」という政策提言は、子育て支
援対策として私が必ず実現させたい社会
像です。

一般質問

質問への思いすぎ本たかしすぎ本たかし

すぎ本たかしすぎ本たかし

月定例会 報告6 新型コロナウイルス感染症支援対策として
以下の支援を行います。
新型コロナウイルス感染症支援対策として
以下の支援を行います。

地域振興券の配布 学校給食費支援

町民ひとりあたり

地域振興券2,000 相当を
を

を円 2,250（　　　円）
8月発送、9月から使用可

給食費 食費分半額支援

乳幼児食育支援

令和5年9月からの6か月分、支給

児童手当の受給資格のある
小学校就学前の幼児の保護者に

令和5年9月から6か月間

河合町独自の河合町独自の
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奈良県議会の�月定例会において、維新会派は、身を切る改革として
議員報酬を��％削減する条例改正案を提案しましたが、自民党など
の反対多数で否決されました。
日本維新の会奈良県総支部
は、これまで同様、議員報酬の
一部を被災地などに寄附して
いく方針です。

日本維新の会 奈良県総支部 報告

町内の小・中学校のトイレの洋式化及び
校舎内の危険個所の改修

河合町議会議員の定数削減

西和医療センターの移転に伴う
医療・保健施設等の整備

旧イオン跡への商業施設の誘致

高齢者の方々の買い物・通院等の移動手段の整備

〒636-0082  奈良県北葛城郡河合町薬井422-1
TEL  0745-60-4657 MOBILE  090-7870-9710 MAIL  takashi7870@gmail.com

河合町議会議員 プロフィール

すぎ本たかし事務所

重要課題

日本維新の会奈良県総支部「研修会」
すぎ本たかし
活動DIARY

駅での清掃・挨拶活動

● 昭和49年5月1日 河合町生まれ
● 河合町立河合第二小学校・河合第二中学校 卒業
● 上宮高等学校 卒業
● 日本大学経済学部 卒業
● 2023年 河合町議会議員選挙 当選

【 資格 】 社会福祉士
　　　　精神保健福祉士

【 家族 】 妻、長女、長男

近鉄大輪田駅、
近鉄佐味田川駅、
近鉄池部駅

古墳フェローに参加

認知症カフェに参加

街頭演説活動
河合町内7/22
王寺駅ロータリー6/22
近鉄五位堂駅5/22

町内小学校・中学校現地視察

こども園通学バス
安全装置視察

取り組みます！

通学路の点検（危険個所・カーブミラー・安全標識）、学校安全
ボランティアの育成、高齢者が買い物途中に休憩できるベン

チの設置や管理など、住民の方々から行政と協働でまちづくりに取
り組みたいという声を聞いていますが、町としての考えは？

町民の方々が、参画してくださるのであれば、町とし
ましても課題解決に向けて、精一杯努力し、協力させていただきたい。

2 住民の声の町政への反映について Q1

A1 政策調整課

現在、各学校の行事は、できる限りコロナ前に戻す方
向で対応しています。
A1 教育委員会

今後は、感染拡大防止の観点から緊急を要する情報に
ついては、保護者へのメール機能を活用します。
A2教育委員会

現在の複雑多様化する福祉課題に対応するため、相談窓
口を一元化するなど、安心して利用していただけるよう機構改革を含
めて検討します。

A2町　長

介護や子育て等の不安を抱えておられる方が、町の相談窓口
が縦割りで相談しづらいとの声を聞きますが、今後の対応は？Q2

学校における感染症の拡大防止のため、インフルエンザや熱
中症等で体調を崩す子どもたちが増加している時は、学校の

保護者メールで情報を知らせるべきではないか？
Q2

日頃から町民の皆さんの声がしっかりと届き、その貴重な
声を反映し、町民の皆さんの参加を頂きながら、そのオモ
イをカタチに変える仕組みづくりがこれからの河合町政
の改革になくてはなりません。まず
は、議会・行政の意識改革・機構改革
をしっかりと行いながら、町民の方々
と協働できる体制整備が必要です。

質問への思いすぎ本たかしすぎ本たかし

学校における5類感染症移行後の対応は？

3 学校における新型コロナウイルス感染症等への対応について

Q1

感染対策、安全を優先させることに配慮しながらも、熱中
症対策、コロナ前の生活様式やマスクを外しやすい環境
にできるよう体制整備を進めていただきたい。また、感染
症等の子どもの安全に緊急を要する情報に関しては、保
護者メール等を活用してタイム
リーに保護者との情報共有に努め
ていただきたい。

質問への思いすぎ本たかしすぎ本たかし
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